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そ
の
一 

$
原
文
' 

惟
天
地
之
明
-
爲
在
南
方
-
已
午
同
家
-
離
爲
正
目
-
當
明
堂
之
事
;
日
照
明
-
以
南
向
北
-
陽
氣
進
退
-
亦
不

失
常
-
隂
陽
相
薄
-
以
至
子
郷
-
寒
温
相
直
-
照
徹
自
然
-
甚
可
喜
; 

生
養
之
道
-
少
陽
太
陽
-
木
火
相
榮
-
各
得
其
願
-
是
復
何
爭
;
表
裏
相
承
-
無
有
失
名
-
上
及
皇
燿
-
下
至
無

聲
-
寂
靜
自
然
-
萬
物
華
榮
-
了
然
可
知
-
不
施
自
成
-
天
之
所
仰
-
當
受
其
名
; 

 

$
書
き
下
し
' 

惟
だ
天
地
の
明
の
み
南
方
に
在
る
を
爲
し
-
已
午
は
家
を
同
じ
く
し
-
離
は
正
目
と
爲
り
て
-
明
堂
の
事
に
當

た
る
;
日
照
明
し
-
南
を
以
て
北
へ
向
か
へ
ば
-
陽
氣
は
進
退
す
る
も
-
亦
た
常
を
失
は
ず
-
隂
陽
相
ひ
薄
り
て
-

以
て
子
郷
に
至
り
-
寒
温
相
ひ
直
く
し
て
-
自
然
を
照
徹
す
る
は
-
甚
だ
喜
ぶ
べ
し
; 

生
養
の
道
は
-
少
陽
太
陽
に
し
て
-
木
火
相
ひ
榮
へ
し
め
-
各
お
の
其
の
願
を
得
れ
ば
-
是
れ
復
た
何
を
か
爭

は
ん
;
表
裏
相
ひ
承
く
れ
ば
-
名
を
失
ふ
こ
と
有
る
無
く
-
上
は
皇
燿
に
及
び
-
下
は
聲
無
き
に
至
る
ま
で
-
寂

靜
と
し
て
自
ら
然
り
て
-
萬
物
の
華
榮
す
る
は
-
了
然
と
し
て
知
る
べ
し
;
施
さ
ず
し
て
自
ら
成
る
は
-
天
の
仰

ぐ
所
に
し
て
-
當
に
其
の
名
を
受
く
べ
し
; 

 

$
現
代
語
訳
' 

た
だ
天
地
の
光
明
だ
け
が
南
方
に
位
置
し
-
已
と
午
は
そ
の
属
す
る
と
こ
ろ
を
同
じ
に
し
-
離
は
南
方
の
中
心

と
な
¯
て
-
天
の
明
堂
関
連
の
こ
と
を
担
当
す
る
;
太
陽
が
照
り
輝
き
-
南
か
ら
北
へ
と
向
か
う
と
-
陽
気
は
盛

ん
に
な
¯
た
り
衰
え
た
り
す
る
が
-
規
則
的
な
動
き
を
失
う
こ
と
は
な
く
-
陰
陽
が
互
い
に
接
近
し
て
Ã
冬
の
Å

子
の
位
置
に
至
り
-
寒
と
温
と
が
互
い
に
均
等
と
な
る
な
ど
-Ã
太
陽
が
Å
あ
ま
ね
く
自
然
を
照
ら
す
の
は
-
極
め

て
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
; 

万
物
を
生
み
育
て
る
道
は
-
少
陽
と
太
陽
と
に
あ
り
-
木
と
火
と
が
と
も
に
万
物
を
盛
ん
に
さ
せ
-
万
物
は
そ

れ
ぞ
れ
そ
の
願
う
と
こ
ろ
を
得
た
な
ら
ば
-
ま
た
ど
ん
な
争
う
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
;
万
物
が
外
側
と
内
側

と
も
に
陽
気
を
受
け
て
い
る
の
で
-
そ
の
名
を
失
う
と
い
¯
た
こ
と
は
な
く
-
上
は
天
帝
か
ら
下
は
声
な
き
者
Ã
水
-

土
-
山
-
石
な
ど
Å
に
至
る
ま
で
ひ
¯
そ
り
と
し
て
静
か
で
自
然
と
そ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
-
万
物
が
繫
栄
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
-
は
¯
き
り
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
;Ã
天
が
？
Å
施
し
を
与
え
な
く
と
も
自
ら
繁
栄
を
実
現

で
き
る
の
は
-
天
が
尊
敬
す
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
-
き
¯
と
そ
の
名
声
を
享
受
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ

う
; 

 

$
註
' 

〇
已
午
同
家 

ç
論
衡
ê
物
勢
$ 

曰
-
寅
-
木
也
ï
其
禽
虎
也
;
戌
-
土
也
ï
其
禽
犬
也
;
丑
-
未
-
亦
土
也
ï
丑
禽
牛
ï
未
禽
羊
也
;
木
勝
土
ï
故

犬
與
牛
羊
為
虎
所
服
也
;
亥
-
水
也
ï
其
禽
豕
也
;
巳
-
火
也
ï
其
禽
虵
也
;
子
亦
水
也
ï
其
禽
鼠
也
;
午
亦
火

也
ï
其
禽
馬
也
;
水
勝
火
ï
故
豕
食
虵
;
火
為
水
所
害
-
故
馬
食
鼠
屎
而
腹
脹
; 



〇
離
爲
正
目 

ç
漢
書
ê
卷
二
十
七
・
五
行
志
$ 

於
易
ï
震
在
東
方
ï
為
春
為
木
也
;
兌
在
西
方
ï
為
秋
為
金
也
;
離
在
南
方
ï
為
夏
為
火
也
;
坎
在
北
方
ï
為
冬
為

水
也
;
春
與
秋
ï
日
夜
分
ï
寒
暑
平
ï
是
以
金
木
之
氣
易
以
相
變
ï
故
貌
傷
則
致
秋
陰
常
雨
ï
言
傷
則
致
春
陽
常
旱

也
; 

 

○
明
堂 

ç
太
平
經
鈔
ê
甲
部
卷
一
$ 

黑
文
者
死
ï
青
錄
者
生
;
生
死
名
簿
ï
在
天
明
堂
; 

ç
太
平
經
鈔
ê
戊
部
卷
五
$ 

作
明
堂
於
太
陽
丙
午
之
地
ï
為
其
開
八
窗
四
達
ï
樂
通
八
方
四
時
之
氣
ï
欲
與
八
風
四
時
之
氣
合
其
吉
ï
以
自
安

也
;
明
闢
四
門
ï
樂
得
天
下
奇
文
殊
策
ï
希
見
之
物
賢
明
異
術
ï
可
以
長
安
天
下
而
消
灾
異
; 

ç
禮
記
ê
明
堂
位
$ 

明
堂
位
第
十
四
Ã
經
Å 

講
學
大
夫
淳
于
登
説
云
-
明
堂
在
國
之
陽
-
三
里
之
外
-
七
里
之
内
-
丙
巳
之
地
-
就
陽
位
;
上
圓
下
方
-
八
窻
四

闥
;
布
政
之
宮
-
故
稱
明
堂
;
明
堂
-
盛
貌
;
周
公
祀
文
王
於
明
堂
-
以
配
上
帝
五
精
之
神
;
太
微
之
庭
-
中
有
五

帝
坐
位
;Ã
孔
疏
Å 

ç
晋
書
ê
卷
十
一
・
天
文
志
上
・
二
十
八
舍
$ 

東
方
;…

…

房
四
星
ï
為
明
堂
ï
天
子
布
政
之
宮
也
ï
亦
四
輔
也
;…

…

心
三
星
ï
天
王
正
位
也
;
中
星
曰
明
堂
ï

天
子
位
ï
為
大
辰
ï
主
天
下
之
賞
罰
; 

 

○
陽
氣
進
退
A
亦
不
失
常 

ç
太
平
經
鈔
ê
丙
部
卷
三
$ 

六
月
刑
居
六
二
ï
在
未
ï
居
土
之
中
ï
未
出
達
也
;
時
刑
在
明
堂
ï
時
刑
炁
在
内
ï
德
炁
在
外
ï
擾
擾
之
屬
ï
莫
不

樂
露
其
身
ï
歸
盛
德
也
;
七
月
刑
在
六
三
ï
申
之
時
ï
刑
在
庭
ï
萬
物
未
敢
入
ï
固
固
樂
居
外
;
八
月
刑
在
六
四
ï

酉
時
ï
尚
未
及
天
界
ï
時
德
在
門
ï
萬
物
俱
樂
闚
於
門
ï
樂
入
隨
德
而
還
反
也
;
九
月
刑
在
六
五
ï
在
戌
上
及
中
ï

時
刑
在
道
巷
ï
萬
物
莫
不
旦
死
ï
因
隨
德
入
藏
ï
故
内
日
興
ï
外
者
空
亡
;
十
月
刑
在
上
六
ï
亥
時
ï
刑
及
六
遠
八

境
四
野
ï
萬
物
擾
擾
之
屬
ï
莫
不
入
藏
逃
ï
隨
德
行
到
于
明
堂
ï
蚑
行
之
類
ï
自
懷
居
内
ï
野
外
空
無
士
眾
; 

 

○
子
郷 

ç
太
上
三
洞
神
呪
ê
卷
九
・
雷
霆
祈
禱
諸
呪
・
景
霄
罡
炁
呪
$ 

坐
鎮
天
罡
-
隨
罡
四
方
;
春
居
震
位
-
夏
占
火
方
-
秋
臨
兊
位
-
冬
位
子
郷
;
祖
炁
四
生
-
輔
炁
隨
罡
斗
隨
時
轉
炁

旋
魁
罡
-
正
取
爲
陰
-
背
取
爲
陽
甲
; 

ç
太
平
經
鈔
ê
乙
部
卷
二
$ 

子
乃
天
地
之
北
極
也
ï
午
為
天
地
之
南
極
也
;
子
今
冬
不
善
順
藏
ï
午
反
承
負
而
亡
也
; 

 

○
生
養 

ç
管
子
ê
形
勢
解
$ 

地
生
養
萬
物
-
地
之
則
也
; 

 



○
少
陽
太
陽
-
木
火
相
榮 

ç
春
秋
繁
露
ê
陰
陽
終
始
$ 

天
之
道
ï
終
而
複
始
;
故
北
方
者
ï
天
之
所
終
始
也
ï
陰
陽
之
所
合
別
也
;
冬
至
之
後
ï
陰
俛
而
西
入
ï
陽
仰
而
東

出
ï
出
入
之
處
常
相
反
也
;
多
少
調
和
之
適
ï
常
相
順
也
;
有
多
而
無
溢
ï
有
少
而
無
絕
;
春
夏
陽
多
而
陰
少
ï
秋

冬
陽
少
而
陰
多
ï
多
少
無
常
ï
未
嘗
不
分
而
相
散
也
;
以
出
入
相
損
益
ï
以
多
少
相
溉
濟
也
;
天
所
起
一
ï
動
而
再

倍
ï
常
乘
反
衛
再
登
之
勢
ï
以
就
同
類
ï
與
之
相
報
ï
故
其
氣
相
俠
ï
而
以
變
化
相
輸
也
;
春
秋
之
中
ï
陰
陽
之
氣

俱
相
並
也
;
中
春
以
生
ï
中
秋
以
殺
;
由
此
見
之
ï
天
之
所
起
其
氣
積
ï
天
之
所
廢
其
氣
隨
;
故
至
春
少
陽
東
出
就

木
ï
與
之
俱
生
ï
至
夏
太
陽
南
出
就
火
ï
與
之
俱
暖
;
此
非
各
就
其
類
而
與
之
相
起
與
;
少
陽
就
木
ï
太
陽
就
火
ï

火
木
相
稱
ï
各
就
其
正
; 

 

〇
失
名 

ç
太
平
經
ê
卷
百
十
四
$ 

天
下
之
事
ï
孝
為
上
第
一
ï
人
所
不
及
;
積
功
累
行
ï
前
後
相
承
ï
無
有
所
失
名
;
復
生
之
人
ï
得
承
父
母
之
恩
ï

復
見
孝
順
之
文
;
天
定
其
錄
籍
ï
使
在
不
死
之
中
ï
是
孝
之
家
也
;
亦
復
得
增
度
ï
上
天
行
天
上
之
事
ï
復
書
忠
孝

諸
所
敬
ï
為
天
領
職
ï
榮
寵
日
見
; 

 

○
皇
燿 

ç
元
史
ê
卷
七
十
二
・
祭
祀
志
一
・
郊
祀
上
$ 

英
宗
至
治
二
年
九
月
-
有
旨
議
南
郊
祀
事
;…

…

二
曰
神
位
;
周
禮
大
宗
伯
ï
H
以
禋
祀
祀
昊
天
上

帝
K
;
註
謂
$
H
昊
天
上
帝
ï
冬
至
圜
丘
所
祀
天
皇
大
帝
也
;
K
又
曰
H
蒼
璧
禮
天
K
;
注
云
$
H
此
禮
天

以
冬
至
ï
謂
天
皇
大
帝
也
;
在
北
極
ï
謂
之
北
辰
;
K
又
云
$
H
北
辰
天
皇
耀
魄
寶
也
ï
又
名
昊
天
上

帝
ï
又
名
太
一
帝
君
ï
以
其
尊
大
ï
故
有
數
名
;
K
今
按
晉
書
天
文
志
中
宮
H
鈎
陳
口
中
一
星
曰
天
皇

大
帝
ï
其
神
耀
魄
寶
K
;
周
禮
所
祀
天
神
ï
正
言
昊
天
上
帝
; 

 

そ
の
ニ 

$
原
文
' 

機
衡
所
指
-
生
死
有
期
;
司
命
奉
籍
簿
數
通
-
書
不
相
應
-
召
所
求
神
-
簿
問
相
實
-
乃
上
天
君
;
天
君
有
主
領

所
白
之
神
-
不
離
左
右
;
其
内
外
見
敬
-
亦
不
敢
私
承
;
所
上
所
下
-
各
不
失
時
-
太
隂
司
官
-
不
敢
懈
止
; 

正
營
門
閣
-
恐
自
言
事
-
輒
相
承
爲
善
-
爲
要
道
-
牒
其
姓
名
;
得
教
則
行
-
不
失
銖
分
;
上
古
之
時
-
有
智

慮
-
無
所
不
照
-
無
所
不
見
-
受
神
明
之
道
-
昭
然
可
知
;
亦
自
有
法
度
-
不
失
其
常
; 

從
太
初
已
來
-
歷
有
長
短
-
甚
深
要
妙
;
從
古
至
今
-
出
歷
之
要
-
在
所
止
所
成
;
輒
以
心
思
候
算
-
下
所
成
所

作
-
無
不
就
並
數
-
相
應
繩
墨
;
計
歳
積
-
日
月
大
分
爲
計
; 

 

$
書
き
下
し
' 

機
衡
の
指
す
所
は
-
生
死
に
期
有
る
な
り
;
司
命
は
籍
簿
數
通
を
奉
じ
-
書
相
ひ
應
じ
ざ
れ
ば
-
求
む
る
所
の

神
を
召
し
-
簿
も
て
相
實
を
問
ひ
-
乃
ち
天
君
に

上
た
て
ま
つ

る
;
天
君 

白
す
る
所
を
主
領
す
る
の
神
有
り
て
-
左
右
を

離
れ
ず
;
其
れ
内
外
に
敬
せ
ら
れ
-
亦
た
敢
へ
て
私
承
せ
ず
;
上
る
所
下
す
所
-
各
お
の
時
を
失
せ
ざ
れ
ば
-
太

隂
司
官
は
敢
へ
て
懈
止
せ
ず
; 

正
營
た
る
門
閣
は
-
自
ら
事
を
言
ふ
を
恐
れ
し
む
る
も
-
輒
ち
相
ひ
善
を
爲
し
-
要
道
を
爲
す
を
承
く
れ
ば
-



其
の
姓
名
を
牒
し
-
教
を
得
れ
ば
則
ち
行
ふ
こ
と
銖
分
を
失
は
ず
;
上
古
の
時
-
智
慮
有
れ
ば
-
照
ら
さ
ざ
る
所

無
く
-
見
え
ざ
る
所
無
く
-
神
明
の
道
を
受
く
る
こ
と
-
昭
然
と
し
て
知
る
べ
し
;
亦
た
自
ら
法
度
有
れ
ば
-
其

の
常
を
失
は
ず
; 

太
初
よ
り
已
來
-
歷
に
長
短
有
り
て
-
甚
だ
深
く
要
妙
た
り
;
古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
-
歷
を
出
だ
す
の
要
は
-

止
る
所
成
る
所
に
在
り
;
輒
ち
心
思
を
以
て
候
算
し
-
成
る
所
作
す
所
を
下
せ
ば
-
就
き
て
數
を
並
べ
ざ
る
は
無

く
-
相
ひ
應
ず
る
こ
と
繩
墨
の
ご
と
し
;
歳
積
を
計
す
る
に
-
日
月
は
大
い
に
分
け
て
計
を
爲
す
; 

 

$
現
代
語
訳
' 

北
斗
星
が
指
し
示
し
て
い
る
の
は
-
人
の
生
死
に
は
期
限
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
;
司
命
は
生
死
に
関
わ

る
文
書
や
名
簿
を
何
通
も
管
理
し
て
お
り
-
文
書
の
内
容
が
互
い
に
対
応
し
合
¯
て
い
な
け
れ
ば
-
必
要
と
す
る

神
を
召
請
し
-
名
簿
に
つ
い
て
真
相
真
実
を
問
い
-
そ
こ
で
天
君
に
上
奏
す
る
;
天
君
に
は
上
奏
さ
れ
て
き
た
こ

と
を
受
け
取
る
神
が
い
て
-
天
君
の
左
右
を
離
れ
な
い
;
そ
の
神
は
内
外
に
お
い
て
尊
敬
さ
れ
て
お
り
-
ま
た
決

し
て
個
人
的
に
報
告
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
;
上
奏
す
る
場
合
も
命
令
を
下
す
場
合
も
そ
れ
ぞ
れ
遅
れ
る
こ
と
は

な
い
た
め
-
太
陰
司
官
は
決
し
て
怠
け
た
り
中
断
し
た
り
し
な
い
; 

恐
れ
多
い
門
閣
は
自
ら
事
を
述
べ
る
の
を
恐
れ
さ
せ
る
が
-
善
を
行
い
-
要
道
を
行
¯
た
と
い
う
報
告
を
受
け

た
な
ら
ば
-
そ
の
姓
名
を
通
知
し
-
教
令
を
受
け
た
な
ら
ば
寸
分
も
違
わ
ず
実
行
す
る
;
上
古
に
お
い
て
は
-
智

慧
や
思
慮
が
あ
れ
ば
-
理
解
し
た
り
-
悟
¯
た
り
し
な
い
こ
と
が
無
く
-
そ
の
ま
ま
神
の
道
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
-
は
¯
き
り
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
;
ま
た
自
ら
規
範
を
持
¯
て
い
れ
ば
-
常
を
失
う
こ
と
は

な
い
; 

天
地
開
闢
以
来
-
暦
法
に
は
長
短
の
規
定
が
あ
り
-
非
常
に
精
緻
で
奥
深
い
;
昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
-
暦
法

を
公
布
す
る
こ
と
の
要
は
-
到
達
す
る
と
こ
ろ
と
成
立
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
;
そ
こ
で
-
思
考
を
用
い
て
推
測
的

に
計
算
し
-
年
間
に
行
う
べ
き
こ
と
に
関
す
る
命
令
を
下
せ
ば
-
か
な
り
の
数
に
な
り
-
墨
縄
の
よ
う
に
互
い
に

対
応
し
合
う
;
年
数
を
計
算
す
る
に
は
-
日
と
月
と
は
は
¯
き
り
区
別
し
て
計
算
す
る
; 

 

$
註
' 

〇
機
衡 

ç
後
漢
書
ê
卷
二
十
九
・
申
屠
剛
鮑
永
郅
惲
列
傳
$ 

西
至
長
安
ï
乃
上
書
王
莽
曰
$H
臣
聞
天
地
重
其
人
ï
惜
其
物
ï
故
運
機
衡 

ï
垂
日
月
ï
含
元
包
一
ï
甄
陶
品
類
ï

顯
表
紀
世
ï
圖
錄
豫
設
;Ã
本
文
Å 

機
衡
ï
北
斗
也
;Ã
注
Å 

 

〇
天
君
有
主
領
所
白
之
神
-
不
離
左
右
; 

ç
太
平
經
鈔
ê
壬
部
卷
九
$ 

上
皇
神
人
之
尊
者
ï
自
名
委
氣
之
公
ï
一
名
大
神
ï
常
在
天
君
左
側
ï
主
為
理
明
堂
文
之
書
ï
使
可
分
別
ï
曲
領
大

職
;
當
為
君
通
神
仙
ï
錄
未
生
之
人
ï
各
有
姓
名
ï
置
年
歲
月
及
日
時
; 

 

〇
正
營 

ç
漢
書
ê
卷
九
十
九
・
王
莽
傳
$ 

人
民
正
營 

ï
無
所
錯
手
足
;Ã
本
文
Å 

正
營
ï
惶
恐
不
安
之
意
也
;Ã
顔
師
古
注
Å 


